
女性部は出会いがいっぱい♡
北村 恵美子さん（75歳）

土佐市支
所管内よ

り

佐川支所管内より

きた むら　え　み　こ

　お父さんの影響もあり、峰明さんが錦鯉の飼育
を始めたのは、高校を卒業したころ。第33回高
知県支部錦鯉品評会で全体総合優勝をしたこと
もある、飼育歴50年を超える大ベテランです。
　自宅には錦鯉が泳げる大きな庭池とプール池
が ！  庭池はお父さんと峰明さんが２人で作ったそ
うです。
　錦鯉は「模様」「体型」「質」で美しさを評価
されます。「幼魚のころ、大きくなった時の姿を想
像して育てて、いい錦鯉に育てるのが楽しい」と
話してくれました。

錦鯉に夢中 ！
錦鯉（約 120 匹・約 10種・当歳～20歳ぐらい）
飼い主：松本 峰明さん

まつ もと　みね あき

「子どもと一緒に楽しむ」が
モットー ！
片岡 瑞穂さん（21歳）

　「小さい頃からの夢だったんです」と話してく
れた瑞穂さん。保育士２年目で充実した日々を
過ごしています。
　今は年長さんクラスの７人の子どもたちの担
任です。「年長さんは自分たちでできることが増
えてくる年。努力する姿に感動するし、成長の
様子に驚きます」と笑顔を見せてくれました。
「子どもたちのためなら、いっぱい勉強したいで
す ！ 」と今後の飛躍に期待大 ！

かた おか　みず　ほ

　美容室「サロンドホワイト」を営業している
北村さん。みんなから“ホワイトさん”と呼ばれ
ています♪  女性部に入ったきっかけは研修旅
行。「シンデレラ倶楽部で鳥取や東北にも行っ
た。今年も楽しみ ！ 」と笑顔を向けてくれまし
た。「女性部は美容関係とは違う、出会いが沢
山あったし、勉強になる。みんなと遊んで触れ
合って、これからもいろんなことにチャレンジした
い ！ 」と話してくれました。

　定年退職後、妹に誘われて直販所「はちきん
の店」の会員に。当初は“研修旅行目当て”で
したが、参加者の話題が農業のことで、だんだん
気が引けて…。それから本格的に初めて約10年。
今では、60アールの畑でナスやキャベツなど、多
品種を出荷する“農家”に変身 ！
　「勤めに出ていて、近所に知り合いはほとんど
いなかったけど、畑にいたら、近所のベテラン農
家さんたちが、いろいろと教えてくれて。たくさん
の“先生”たちのおかげでここまで続けられた」
と感謝の言葉。

畑でつながる
“先生” たちとの出会いに感謝
片岡 クニコさん（75歳）
かた おか 吾川支所管

内仁淀より

斗賀野支所管内より

「紅白」「大正三色」
「昭和三色」が代表的な品種。
人に良く懐くのは「黄金系」です。

たいしょうさんしき

とう さい

しょう わ さんしき

受け持った子どもたちと一緒に♡
（瑞穂さんは後ろの右端）

昨年は女性部の研修で、
人生で初めてカヌーに挑戦しました ！

※

※当歳とは生まれてから１歳になるまで



スクールスクール

営農 営農

　

佐
川
支
所
苺
部
会
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

高
知
支
店
と
イ
チ
ゴ
栽
培
の
技
術
継
承

の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
方
法
に

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

同
支
店
は
佐
川
町
で
地
域
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一

環
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
イ

チ
ゴ
栽
培
を
サ
ポ
ー
ト
し
、「
就
農
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
」
と
、
同
部
会
の
ブ

ラ
ン
ド
イ
チ
ゴ
「
佐
川
い
ち
ご
」
の
生

産
量
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

同
支
店
は
今
年
の
２
月
か
ら
生
育
環

境
デ
ー
タ
や
作
業
行
動
デ
ー
タ
な
ど
を

取
得
、
分
析
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
支

店
の
丸
本
真
和
課
長
は
「
農
家
の
勘
や

経
験
で
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
技
術

や
知
識
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
デ
ー
タ

化
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
新
規
就
農

者
の
早
期
自
立
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
生
産
者
が
増
え
る
こ
と
で
出
荷

量
も
増
え
、
販
路
の
維
持
拡
大
も
期
待

で
き
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
部
会
の
植
田
正
和
部
会
長
は
「
新

規
就
農
者
の
確
保
は
部
会
の
課
題
。
新

し
い
技
術
を
取
り
入
れ
、
各
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

功
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

夏にさらっと食べて
冷や汁を学ぶ

　

親
子
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
ｉ
ｎ
仁

淀
川
地
区
は
７
月
16
日
、
３
回
目
の

授
業
を
開
き
、
地
区
内
の
小
学
校
９

校
の
１
〜
４
年
生
と
保
護
者
の
10

組
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
回
目
は
地
区
内
の
産
業
を
学

ぶ
た
め
、
い
の
町
に
あ
る
土
佐
和
紙

工
芸
村
く
ら
う
ど
で
、
土
佐
和
紙
を

使
っ
た
う
ち
わ
作
り
に
挑
戦
し
、
高

知
ア
イ
ス
で
は
工
場
見
学
を
行
い

ま
し
た
。

　

う
ち
わ
作
り
で
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き

な
色
を
使
っ
て
柄
を
作
り
、
工
場
見

学
で
は
作
業
工
程
を
見
学
し
た
り
、

冷
凍
庫
の
温
度
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
「
あ
ぐ
り
メ
ン
ズ
く
っ
き
ん
ぐ
ス

ク
ー
ル
」
は
７
月
12
日
、
佐
川
町
で

２
回
目
の
授
業
を
行
い
、
受
講
生
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
出
汁
の
復
習
と
小
口
切

り
を
練
習
し
、
宮
崎
県
の
郷
土
料
理

で
あ
る
冷
や
汁
と
、
カ
ボ
チ
ャ
の
煮

物
、
キ
ュ
ウ
リ
の
酢
の
物
を
作
り
ま

し
た
。

　

講
師
の
川
添
愛
実
先
生
は
「
キ
ュ

ウ
リ
は
ゆ
っ
く
り
切
っ
て
い
い
の

で
、
で
き
る
だ
け
薄
く
切
り
ま
し
ょ

う
」
と
声
を
か
け
、
受
講
生
は
一
人

３
本
の
キ
ュ
ウ
リ
を
丁
寧
に
小
口
切

り
し
ま
し
た
。

　

コ
ス
モ
ス
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
は

７
月
22
日
、
佐
川
町
で
シ
ョ
ウ
ガ
栽

培
講
習
会
を
開
き
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ

職
員
、
関
係
者
ら
約
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

会
で
は
今
作
の
栽
培
状
況
を
報
告

し
、
病
害
虫
の
防
除
に
つ
い
て
伝
え

ま
し
た
。
そ
の
他
、
土
壌
還
元
処
理

や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
、
高

知
県
が
進
め
る
デ
ー
タ
連
携
基
盤
Ｉ

ｏ
Ｐ
ク
ラ
ウ
ド
「
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
」

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

土
壌
還
元
処
理
や
ス
マ
ー
ト
農
業

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ショウガ栽培講習会を実施
コスモス営農経済センター

　

と
さ
し
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で

は
７
月
６
日
、
営
農
指
導
員
や
購
買

課
職
員
を
対
象
と
し
た
農
薬
勉
強
会

を
開
き
、
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
農
業
振
興
部
環
境
農
業

推
進
課
の
山
﨑
淳
紀
主
査
が
農
薬

使
用
の
注
意
点
と
し
て
、
農
薬
の
定

義
や
種
類
、
法
体
系
な
ど
を
説
明
し

ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
広
瀬
陽
介
部
長

は
「
農
薬
に
関
わ
る
法
令
を
理
解

し
、
不
適
正
使
用
や
事
故
を
起
こ
さ

な
い
た
め
、
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
て
販

売
と
営
農
指
導
を
心
が
け
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

キュウリを小口切りにする受講生

農福連携へ第一歩
勉強会を実施

うちわを作るスクール生ら

仁淀川地区の産業を知ろう
土佐和紙＆高知アイス

農薬の知識向上
信頼される職員に

農薬勉強会の様子ショウガ栽培講習会の様子

ＩＣＴ機器の前で打合せをする植田部会長と丸本課長

　

土
佐
市
労
働
者
確
保
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
７
月
12
日
、
土
佐
市
で

農
福
連
携
の
勉
強
会
を
開
き
、
Ｊ
Ａ
や

県
、
市
、
福
祉
事
務
所
な
ど
関
係
者
39

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

勉
強
会
で
は
社
会
福
祉
法
人
土
佐
市

社
会
福
祉
事
業
団
の
門
田
仁
常
務
理

事
を
講
師
に
招
き
、
農
福
連
携
事
業

の
開
始
の
背
景
や
利
点
、
課
題
と
土

佐
市
の
今
後
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ　

Ｏ

Ｎ
Ｅ
の
岩
﨑
寿
人
班
長
は
、
多
機
能

型
事
業
所
で
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

の
対
象
者
が
携
わ
る
農
業
関
係
の
作

業
を
具
体
的
に
説
明
し
ま
し
た
。
岩

﨑
班
長
は
「
利
用
者
は
作
業
を
通
し

て
社
会
と
繋
が
る
こ
と
で
、
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

と
さ
し
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
営
農

販
売
課
の
籠
尾
良
洋
課
長
補
佐
は
「
土

佐
市
で
は
農
福
連
携
が
動
き
出
し
た

ば
か
り
。
ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
窓
口

の
設
置
や
連
絡
網
の
整
備
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
と
さ
し
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
や
県
、
市
、
福
祉
事
務

所
ら
で
組
織
さ
れ
、
農
家
の
労
働
力

や
障
が
い
者
の
就
労
機
会
の
確
保
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

農福連携勉強会の様子

仁淀川地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

営農

ＩＣＴを活用した地域おこしへ
佐川支所苺部会

営農



仁淀川地区版

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

家
庭
菜
園鳥獣被害対策専門員

上地　和久

ためしてみ
て！！

イチオシ商
品

＜作り方＞
① 野菜はすべてみじん切りにする。
② エーコープ糸寒天は、たっぷりの水に約20分つけて戻す。
③ ボウルに【A】を入れて混ぜ、❶、❷、ご飯、ちりめんじゃこを加えて和える。

まだまだ残暑！ 火を使わずにかんたん調理  ライスサラダ

Aコープ・直販店で取扱中 ！
（店舗によっては取り扱っていない場合も

ございます。ご了承ください）

春
野
・
土
佐
市
地
区

鳥獣被害対策専門員
真辺　忠志

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員

上
地　

和
久

携
帯
電
話
：

０
９
０‐３
１
８
９‐０
３
７
３ 

コ
ス
モ
ス
地
区

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員

真
辺　

忠
志

電
話
：
０
８
８
９‐２
２‐７
８
２
３

（
コ
ス
モ
ス
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
）

※
鳥
獣
害
対
策
は
Ｊ
Ａ
の
地
区
分
け
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
は
県
下
に
16
名
が
配

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
管
轄
す
る
エ
リ
ア
内
だ

け
で
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時

に
は
他
の
専
門
員
か
ら
協
力
要
請
が
あ
る
と
、
柵

の
設
置
指
導
を
手
助
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
険
し
い
斜
面
や
広
大
な
ほ
場
に
柵
を

巡
ら
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
専
門
員
が
相

互
の
協
力
体
制
の
も
と
共
助
の
関
係
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
各
々
が
持
ち
得
る
知
識
と
技

術
を
駆
使
し
て
、
い
か
に
効
率
的
に
柵
を
設
置

し
て
い
く
か
、
力
量
が
問
わ
れ
る
実
践
の
場
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
他
の
専
門
員
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
巧
み
に
取
り
入
れ
、
自
ら
の
管
内
の

柵
設
置
に
活
か
す
試
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
柵
の
性
能
や
設
置
技
術
が
向
上
し

て
も
、
近
年
の
物
価
高
騰
の
状
況
で
は
、
費
用

が
か
さ
む
た
め
鳥
獣
被
害
を
根
本
的
に
軽
減
さ

農
薬
を
か
け
て
も
害
虫
が

死
な
な
い
？  

〜
初
級
編
〜

　

農
作
物
を
栽
培
す
る
方
で
あ
れ
ば
、
害
虫
の
被

害
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

気
温
や
湿
度
だ
け
で
は
な
く
、
誤
っ
た
農
薬
の
使
い

方
で
「
害
虫
の
密
度
が
中
々
減
ら
な
い
」
と
い
う
状

況
も
お
こ
り
ま
す
。
施
用
量
や
回
数
を
守
っ
た
上
で

防
除
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

「
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
を
複
数
回
か
け
た
の
に
ア

ブ
ラ
ム
シ
が
減
ら
な
い
な
ぁ
〜
」
と
い
う
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？  

こ
こ
で
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
は
、①

同
一
系
統
の
農
薬
の
連
用
は
し
な
い
、②
気
門
封
鎖
剤

の
施
用
で
す
。

①
同
一
系
統
の
農
薬
の
連
用
に
つ
い
て

　

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
を
連
用
し
た
と
考
え

て
、
次
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

図
の
よ
う
に
、
同
じ
成
分

の
農
薬
を
連
用
し
て
し
ま
う

と
、
そ
の
成
分
に
対
し
て
抵

抗
性
を
持
つ
害
虫
の
遺
伝
子

を
受
け
継
い
だ
子
孫
が
増

え
、
作
物
へ
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
し
ま
い
ま
す
。
害
虫
の

種
類
に
よ
っ
て
世
代
交
代
の

期
間
は
異
な
り
ま
す
。
駆
除

し
た
い
害
虫
の
生
態
を
よ
く
知
っ
た
上
で
、
親
の
世

代
の
う
ち
に
違
う
系
統
（※

）
の
農
薬
を
か
け
る
と
、

生
き
残
る
個
体
数
は
さ
ら
に
減
少
し
ま
す
。
こ
れ
を

繰
り
返
す
こ
と
で
害
虫
の
密
度
を
増
や
さ
ず
、
で
き

る
限
り
少
な
く
推
移
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

地
域
の
合
意
形
成
で

低
コ
ス
ト
化
し
、

鳥
獣
被
害
を
軽
減
し
よ
う
！

鳥獣被害についての
お問い合わせ

営農指導員
上野　駿

　

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
（
青
梗
菜
）
は
代
表
的
な

中
国
野
菜
で
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊

富
に
含
み
ま
す
。
日
本
の
野
菜
で
は
「
体

菜
」
に
似
て
い
ま
す
。
中
間
地
で
は
冬
を
除

き
、
春
か
ら
秋
ま
で
栽
培
が
で
き
ま
す
。

﹇
品
種
﹈「
青
帝
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
ニ
イ

ハ
オ
新
1
号
」（
渡
辺
農
事
）
な
ど
が
あ

り
、「
長
陽
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
夏
賞

味
」（
武
蔵
野
種
苗
園
）
は
、
暑
さ
に
強

い
夏
向
き
の
品
種
で
す
。「
シ
ャ
オ
パ
オ
」

（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
は
、
小
さ
い
の
で
丸
ご

と
料
理
に
使
え
ま
す
。

﹇
畑
の
準
備
﹈
種
ま
き
の
２
週
間
前
ま
で
に
１

平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０ｇ
を
ま

き
、
酸
度
を
矯
正
し
て
お
き
ま
す
。
1

週
間
前
ま
で
に
堆
肥
１
㎏
と
化
成
肥
料

（
N
P
K
各
成
分
10
%
）
１
０
０ｇ
を
施

し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
（
図

１
）。
次
に
、
幅
１ｍ
程
度
、
高
さ
５
㎝
程

度
の
栽
培
床
を
作
り
ま
す
。

﹇
種
ま
き
﹈
一
般
に
は
じ
か
ま
き
し
ま
す
。
高

温
期
の
春
夏
ま
き
で
は
条
間
20
㎝
、
株
間

20
㎝
、
秋
ま
き
で
は
条
間
15
㎝
、
株
間
15

㎝
に
１
カ
所
４
、
５
粒
を
点
ま
き
し
ま
す

（
図
２
）。
発
芽
ま
で
土
が
乾
か
な
い
程
度

に
灌
水
（
か
ん
す
い
）
を
し
、
発
芽
後
は

土
が
乾
い
た
ら
水
を
た
っ
ぷ
り
与
え
ま

す
。
な
お
、
ポ
リ
マ
ル
チ
を
使
う
と
、
生

育
の
促
進
に
加
え
、
土
が
葉
の
間
に
入

る
の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
　

苗
作
り
を
す
る
に
は
、
小
型
ポ
ッ
ト
や

連
結
ポ
ッ
ト
で
本
葉
３
、
４
枚
の
苗
に
仕

立
て
ま
す
（
図
３
）。

　
　

種
ま
き
（
植
え
付
け
）
後
は
防
虫
ネ
ッ

ト
で
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、
害
虫
か
ら
保
護

し
ま
す
。
ま
た
、
べ
た
が
け
は
発
芽
促
進

と
害
虫
の
防
止
に
な
る
た
め
、
１
カ
月

程
度
被
覆
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

﹇
間
引
き
﹈
１
回
目
は
発
芽
ぞ
ろ
い
後
、
込

み
合
っ
て
い
る
株
を
除
き
、
２
回
目
は
本

葉
２
、
３
枚
の
頃
に
２
本
、
３
回
目
は
本

葉
５
、
６
枚
で
１
本
に
し
ま
す
（
図
４
）。

﹇
病
害
虫
防
除
﹈
基
本
は
防
虫
ネ
ッ
ト
で
害

虫
防
除
を
し
ま
す
が
、
農
薬
で
は
、
ア

ブ
ラ
ム
シ
に
は
粘
着
く
ん
液
剤
な
ど
、

ア
オ
ム
シ
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
は
ト
ア
ロ
ー

水
和
剤
C
T
な
ど
の
B
T
剤
を
使
用
し

ま
す
。
長
雨
の
と
き
は
、
べ
と
病
や
白

さ
び
病
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
株
間

を
少
し
広
め
に
取
り
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
草
丈
15
〜
20
㎝
く
ら
い
、
尻
が
張

り
始
め
た
頃
に
、
地
際
か
ら
切
り
取
っ
て

収
穫
を
始
め
ま
す
（
図
５
）。

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯
触
り
を
楽
し
む

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

＜材料＞ （４人分）
・冷ご飯…茶碗４杯分
・玉ねぎ…１/２個
・きゅうり…１/２本
・赤ピーマン…１個
・青シソ…12枚
・ちりめんじゃこ…大さじ４

※

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

や
は
り
地
域
が
合
意
形
成
し
、
行
政
と
連

携
す
る
こ
と
で
低
コ
ス
ト
化
を
図
り
、
住
民
が

一
丸
と
な
っ
て
鳥
獣
被
害
の
軽
減
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
痛
感
し
ま
す
。
そ
の
橋
渡
し

を
す
る
の
も
専
門
員
の
仕
事
で
す
の
で
ご
相

談
願
い
ま
す
。

エーコープ
らっきょう酢・糸寒天

【A】
・エーコープこめ油…大さじ３
・エーコープらっきょう酢…大さじ３
・塩…小さじ１/２～１
・すりごま…大さじ１ １/３

・エーコープ糸寒天…４g

石垣がある段々畑にWM（ワイヤーメッシュ）
柵（赤線）、電気柵（黄線）の複合柵を
設置したもの。

　

害
虫
の
生
態
を
学
び
、
系
統
を
変
え
て
の
農
薬

散
布
を
心
掛
け
て
い
て
も
、
地
区
や
地
域
に
よ
っ
て
、

す
で
に
抵
抗
性
を
持
っ
て
い
る
害
虫
が
多
い
時
も
あ

り
ま
す
。
散
布
予
定
の
ほ
場
周
辺
で
、
そ
の
系
統
の

農
薬
が
効
い
た
か
ど
う
か
、
J
A
や
近
隣
の
農
家
に

事
前
に
確
認
し
て
お
く
と
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

（※

）
系
統
と
は
、
作
用
機
構
の
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
害
虫
へ

影
響
が
あ
る
か
と
い
う
意
味
。
今
お
使
い
の
農
薬
の
系
統
が
知
り
た
い

場
合
は
、
お
近
く
の
J
A
営
農
指
導
員
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

②
気
門
封
鎖
剤
の
施
用
に
つ
い
て

　

正
し
く
農
薬
散
布
し
、
同
一
系
統
を
し
て
も
中
々

効
か
な
い
よ
う
な
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

場
合
に
お
勧
め
し
た
い
の
は
、〝
気
門
封
鎖
剤
〞
で
す
。

　

農
薬
に
は
害
虫
の
筋
肉
や
、
神
経
に
作
用
す
る
成

分
が
あ
り
ま
す
が
、
気
門
封
鎖
剤
に
お
い
て
は
、
言
葉

の
通
り
、
害
虫
の
気
門
（
口
）
を
塞
い
で
し
ま
う
た

め
、
呼
吸
が
で
き
ず
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
気
門
封

鎖
剤
を
施
用
す
る
こ
と
で
、
抵
抗
性
を
も
っ
て
い
る
害

虫
で
あ
っ
て
も
、
駆
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
気
門
封
鎖
剤
の
多
く
は
回
数
制
限
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
何
回
で
も
施
用
が
可
能
で
す
。（
ラ
ベ

ル
参
照
）
た
だ
し
、
害
虫
に
か
か
ら
な
け
れ
ば
駆
除
が

で
き
な
い
た
め
、
複
数
回
の
施
用
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
定
期
的
な
散
布
に
よ
っ
て
、
抵
抗
性
を
も
つ
害
虫

の
密
度
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
お
勧
め
で
す
。

最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
農
薬
の
系
統
や
気
門
封

鎖
剤
の
特
徴
な
ど
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
お

住
ま
い
の
地
域
の
J
A
店
舗
で
は
、
効
果
が
高
い
た
め
最

近
売
れ
て
い
る
農
薬
な
ど
の
情
報
提
供
が
可
能
で
す
の

で
、
お
困
り
の
際
は
J
A
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



仁淀川地区版

パ
ワ
フ
ル
レ
デ
ィ
ー
に
参
加
し
て
自
宅
で
増
や

し
た
花
の
苗
を
販
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
お
世
話
が
楽
し
い
の
。
草
引
き
も
楽
し
い
わ
」

の
言
葉
が
刺
さ
り
ま
し
た
。
愛
情
い
っ
ぱ
い
に

お
世
話
し
た
花
た
ち
も
幸
せ
で
す
ね
。

（
吾
川
支
所
管
内
池
川
・
S
さ
ん
65
歳
） 

時
々
野
菜
を
買
い
に
行
く
「
６
３
３
美
の
里
」

の
「
食
事
処
は
ち
き
ん
や
」
の
方
、
２
人
が
出

て
ら
し
て
、
最
近
寄
っ
て
な
い
け
ど
う
れ
し
く

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
バ
テ
せ
ず
、

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
ネ
。

（
吾
北
支
所
管
内
・
K
さ
ん
70
歳
） 

「
６
３
３
美
の
里
」
仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
で
必
ず

立
ち
寄
る
駅
。「
食
事
処
は
ち
き
ん
や
」
は
美

味
し
い
！！ 

地
元
食
材
が
新
鮮
で
う
れ
し
い
！！

筒
井
さ
ん
の
透
き
通
っ
た
声
と
笑
顔
に
心
温

ま
り
ま
す
。
吾
北
出
身
者
と
し
て
応
援
し
て
い

ま
す
！

（
伊
野
支
所
管
内
・
Y
さ
ん
69
歳
） 

写
真
に
知
っ
て
い
る
人
が
載
っ
て
い
ま
し
た
！  

い
つ
も
娘
と
知
っ
た
人
写
っ
て
い
る
か
な
と
楽

し
く
見
て
い
ま
す
。

（
吾
北
支
所
管
内
・
T
さ
ん
33
歳
） 

「
う
ち
ん
く
の
台
所
」
旬
な
野
菜
な
ど
を
使
っ

て
身
近
に
で
き
る
献
立
は
役
に
立
ち
ま
す
。

早
速
「
や
っ
こ
ね
ぎ
サ
ラ
ダ
」
作
り
ま
し
た
。

サ
ラ
ダ
感
覚
で
、
ご
ま
油
の
香
り
と
ミ
ョ
ウ
ガ

と
シ
ョ
ウ
ガ
の
香
り
の
相
性
が
良
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
戸
波
支
所
管
内
・
H
さ
ん
78
歳
） 

▼「
草
引
き
も
楽
し
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
私

も
突
き
刺
さ
り
ま
し
た
！  

ど
ん
な
こ
と
で
も

楽
し
さ
や
や
り
が
い
は
あ
る
は
ず
な
の
で
、
モ

ノ
の
見
方
を
柔
軟
に
変
え
て
、
な
ん
で
も
楽

し
め
る
よ
う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
！  

そ
し

て
、「
食
事
処
は
ち
き
ん
や
」
さ
ん
の
フ
ァ
ン

か
ら
た
く
さ
ん
お
た
よ
り
が
来
て
い
ま
し
た
♪  

コ
ロ
ナ
で
最
近
行
っ
て
い
な
い
な
…
と
い
う
方

も
、
久
々
に
お
出
か
け
し
て
み
て
は
？
（^^）

「
う
ち
ん
く
の
台
所
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
た

や
っ
こ
ね
ぎ
の
ケ
ー
ク
サ
レ
。
ト
マ
ト
の
嫌
い
な

孫
も
こ
れ
な
ら
食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
。
早
速

作
っ
て
み
ま
す
。

（
佐
川
支
所
管
内
・
I
さ
ん
79
歳
）

斗
賀
野
支
所
ふ
る
里
良
心
市
、
時
々
利
用
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
焼
き
肉
の
た
れ
、
み

そ
味
食
べ
て
み
た
い
な
！  

森
さ
ん
の
お
す
す

め
顔
が
ス
テ
キ
！！

（
斗
賀
野
支
所
管
内
・
N
さ
ん
73
歳
）

と
が
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
く
る
み
パ
ン
、
食
べ

て
み
た
い
で
す
。
買
い
に
行
き
た
い
と
思
い

ま
ー
す
。

（
伊
野
支
所
管
内
・
U
さ
ん
61
歳
）

▼
さ
す
が
、
や
っ
こ
ね
ぎ
部
会
さ
ん
。
ネ
ギ
を

薬
味
で
は
な
く
、
主
役
で
使
え
る
レ
シ
ピ
は

な
か
な
か
な
い
の
で
、「
や
っ
こ
ね
ぎ
サ
ラ
ダ
」

は
重
宝
し
そ
う
で
す
ね
♪  

ケ
ー
ク
サ
レ
は

ウ
ィ
ン
ナ
ー
も
チ
ー
ズ
も
入
っ
て
い
て
、
子
ど

も
も
楽
し
め
る
お
味
♪  

家
族
み
ん
な
で
ネ
ギ

づ
く
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
〜
♡

▼
だ
ん
ぜ
ん
米
派
の
私
は
、
も
っ
と
み
ん
な
に

お
米
を
食
べ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！  

パ

ン
は
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
く
だ
け
で
カ
ン
タ
ン
だ

か
ら
み
ん
な
食
べ
る
の
で
し
ょ
う
か
？  

お
米

も
、
ふ
り
か
け
お
に
ぎ
り
を
冷
凍
し
て
い
た

ら
、
朝
レ
ン
チ
ン
し
た
ら
す
ぐ
食
べ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
お
米
を
見
直
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
！

▼
取
材
を
通
し
て
、
定
年
退
職
後
に
農
家
に
な

る
方
も
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

新
し
い
こ
と
を
始
め
た
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

の
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
や
っ
て
み
た

い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
、

「
我
が
生
涯
に一片
の
悔
い
無
し
」
で
す
♪

斗
賀
野
は
他
界
し
た
母
の
お
里
で
す
。
久
し

ぶ
り
に
行
っ
て
、
美
味
し
い
焼
き
肉
の
た
れ
を

買
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
土
佐
市
支
所
管
内
・
O
さ
ん
49
歳
）

▼
焼
き
肉
の
た
れ
は
、
し
ょ
う
ゆ
味
も
み
そ
味

も
美
味
〜
♪  

さ
ら
っ
と
し
て
い
る
の
で
、
か

ら
あ
げ
の
下
漬
け
に
も
重
宝
し
そ
う
で
す
。

お
野
菜
や
パ
ン
、
お
菓
子
…
そ
ん
な
に
広
く
は

な
い
店
内
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
が
た
く

さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
近
く
の
方
も
、
遠
く
の

方
も
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
♪

▼「
バ
ッ
タ
天
国
」
い
い
で
す
ね
！  

雑
草
が
生
い

茂
っ
て
…
と
い
う
と
、
怠
慢
の
よ
う
に
感
じ

て
、
自
己
嫌
悪
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

「
バ
ッ
タ
天
国
」
な
ら
、
虫
た
ち
の
楽
園
に
し

て
あ
げ
て
る
ん
だ
よ
っ
て
感
じ
で
、
い
い
事
し

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
（
笑
）

雑
用
に
追
い
ま
く
ら
れ
て
、
庭
の
雑
草
が
す
ご

い
状
態
。
牧
野
博
士
は
雑
草
と
呼
ば
れ
る
草

は
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
な
。
そ
こ
で
バ
ッ

タ
天
国
と
名
付
け
た
ら
ち
ょ
っ
と
気
が
楽
に
な

り
ま
し
た
。（

佐
川
支
所
管
内
・
I
さ
ん
73
歳
）

ロ
シ
ア
対
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
等
で
小
麦
不

足
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
こ
そ
国
産

の
米
を
小
麦
の
代
替
に
し
て
利
用
で
き
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。

（
佐
川
支
所
管
内
・
Y
さ
ん
72
歳
）

こ
の
歳
に
な
っ
て
人
生
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の

か
…
自
分
に
は
も
っ
と
出
来
る
こ
と
が
な
い
の

か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
広
報

を
通
じ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
方
が

い
て
す
ご
く
刺
激
に
な
り
ま
す
。
暑
い
中
で
の

農
作
業
。
大
変
で
し
ょ
う
が
、
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

（
伊
野
支
所
管
内
・
K
さ
ん
47
歳
）


